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町制施行1
17周年 町政功労者表彰町政功労者表彰

　町制施行117周年（明治26年６月30日町制施行）にあた
る６月30日（水）、町政功労者表彰式が行われ、長年にわた
り町の発展にご尽力された２人に功労章、高額の寄附・寄贈
をされた４人に褒章が贈られました。

町政や町の発展に
　　　　    大きく寄与されました
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髙木　政幸 様
東京都新宿区
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受賞おめでとうございます

下諏訪力創造チャレンジ事業

下諏訪力創造チャレンジ事業平成２２
年度

～協働による「個性とアイデアあふれる活力あるまちづくり」を～

下諏訪こどもＥＸＰＯ2010、
　　　　　　　　　　島木赤彦童謡コンクールなど８事業に交付
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【採択事業名】 【代表者】 【事業内容】 【支援金額】　
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島木赤彦童謡コンクール
第１０回記念事業
【新規事業】

ＭＩＴＡＭＡＣＨＩブランド化
プロジェクト
【新規事業】

星が丘コミュニティ・マレット
ゴルフ場設置事業
【継続事業】

桜城跡（通称：城山）
公園化事業
【継続事業】

中山道復元及び
啓発事業
【新規事業】

世界と仲良くなろう！
下諏訪こどもＥＸＰＯ’10

【継続事業】

コミュニティプレイス
in しもすわ
【継続事業】

辻の交流拠点整備事業
【新規事業】

小　口　　明

ＮＰＯ法人
匠の町しもすわ
あきないプロジェクト
　　小口　武男

下諏訪中山道を守る会
　　西村　増夫

マキナリー浩子

城山会
　　中村　拓利

チームしもすわ
　　川田　和成

第１区春遊会
　会長 河西　清

星が丘マレットゴルフ会
　　林　喜八郎

町内の小中学生が多数応募している島木赤
彦コンクールも第10回を迎え、記念とし
て第１回より入選した作品を一冊の作品集
にまとめ、コンクールの発展を図る。

御田町=『MITAMACHI』と言う名称を下諏
訪の中のひとつの大きな資源として考え、『諏
訪大社』『万治の石仏』といったワードと同じ
ようにひとつのブランドとして発信したい。

最終３年目の事業。２年間で27ホールの
コース設置、側溝蓋の整備等を行ってきた。
今年は畦判への側溝蓋を設置するとともに
周辺の美観を高めるため植栽などを行う。

樋橋地籍の中山道を「歩ける道」に復元、
分かり易い街道に向け案内看板の制作設置
などを行う。具体的には、中山道マップの
設置、街道脇に丸太ベンチの設置など。

開催３回目となる本年も、子どもたちが
様々な異文化に触れる機会を設ける。異な
る言葉でコミュニケーションをとり、世界
と共存していく資質を養う。

“まちづくりは人づくり”さまざまな手法
を取り入れ交流イベントを展開（フォーク
夢列車の旅、コミュニティプレイスinしも
すわ、向陽高校地域連携事業など）

第１分団屯所の移転により空いたスペース
に、古くから辻に祀られ村人に馴染まれて
きた道祖神を中心とした交流スペースに整
備。周辺の案内表示などを行う。

３年目は、①植栽により四季折々の開花の推
進②小学生のオーナー制による小鳥巣箱と観
聴台を設置③山頂斜面へのイルミネーション
飾り等により、冬場のランドマーク化を図る。

550千円

210千円

436千円

926千円

185千円

650千円

444千円

240千円

●チャレンジ支援金とは
　町が平成18年度新たに創設した「下諏訪力創
造チャレンジ事業支援金」は、住民による自主
的・主体的に取り組む公益事業を支援するもので
す。地域に軸足を置いた思索や協働で行う創意工
夫ある事業に対して、必要な経費を１事業100
万円を限度に支援するものです。
（18年度12事業、19年度７事業、20年度10事
業、21年度10事業がこれまで採択され、各事
業を実施してきました）


